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わーい楽しい水遊び
記録的な炎暑が続いた今年の夏。

総合公園の親水広場では、連日チピッ子

たちで大にぎわい。水遊びをしている子供

たちにとっては、暑さも味方のようでした。

さ
ん
と
巡
り
会
っ
た
の
を
き
っ

か
け
と
し
て、

能
面
打
ち
(
能

面
を
彫
刻
す
る
こ
と
)
を
学
び

-
絵
手
紙
の
教
室
に

午
前
叩
時

1
午
後
1
時

金
目
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
で
は
マ
場
所
宵
少
年
会
館

ム
宮
口
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
マ
会
費
月
三
千
五
百
円

心
者
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。
マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
山

マ
日
時
毎
月
第
l
金
曜
目
、
，
o

形
，佳

代
子
宮

(幻
)
3
5
7
8

午
前
9
時
却
分

1
ロ
時

・

マ
マ
さ
ん
パ
ス
ケ
に

マ

場

所

金

目

公

民

館

平

塚

ク

イ

ー

ン

ズ

で

は

、

パ

マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
の
曲
ス
ケ
ッ
ト
経
験
の
あ
る
二
十
歳

本
千
恵
子
宮

(臼
)
5
6
4
7

か
ら
三
十
歳
代
の
マ
マ
さ
ん
部

・
女

声

コ
ー
ラ
ス
に

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

湘
南
ミ
ロ
ワ
ァ
テ
で
は
、
会
練
習
は
、
毎
週
土
曜
日
の
午

員
を
募
集
中
で
す
。
ポ
ッ
プ
ス
後
七
時
か
ら
九
時
、
場
所
は
旭

か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
幅
広
く
南
公
民
館
な
ど
で
行
い
ま
す
。

歌
い
、
現
在
三
回
目
の
コ
ン
サ
月
会
費
は

一
千
円
。

ー
ト
に
向
け
、
新
曲
(
中
島
み
マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
の
館

ゆ
き
)
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
木
い
と
子
宮

(訂
)
5
9
8
8

い
ま
す
。

-
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に

マ
練
習
日
時

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
平
塚
第
八

毎
週
水
曜
日
、

。
醸
り
ま
す

①
有
料
オ
ル
ゴ

ー
ル
メ
リ
l
、
抑
乳
器
、
女
児
用

七
五
三
荷
物
、
本
棚
、
シ
ン
グ
ル

ベ
ッ
ド
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
サ
ウ

ナ
、
健
康
器
具
、
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
、

エ
レ
ク
ト
1
ン
、
回
目
バ
イ
ク
、

②
無
料
ハ
イ
ラ
ッ
ク
チ
ェ
ア
、

事
務
机
、
和
風
蛍
光
灯
、
お
む
つ
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始
め
ま
し
た
。
歴
史
的
な
工
芸

で
あ
る
能
面
打
ち
に
出
会
え
た

こ
と
を
本
当
に
幸
せ
に
思
っ
て

がた心
o ~こ

一手三
枚前十
の味枚
事噌そ以
早に上
ユベな打
めりち
にまま
初ずし

カ
パ
1
、
応
緩
セ
ッ
ト

。
醸
っ
て
く
だ
さ
い

ベ
ビ
1
ベ

ッ
ド
、
ベ
ビ
l
パ
ス
、
ハ
イ
ア
ン

ド
ロ
ワ
チ
ェ
ア
、
歩
行
器
、
ベ
ビ

ー
フ
ェ
ン
ス
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
、
ベ
ッ
ド
メ
リ
1
、
ベ
ビ
ー
フ

ェ
ン
ス
、
A
・
B
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

マ
マ
コ
1
ト
、
だ
っ
と
ひ
も
、
ぷ

.
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め
の
う
ち
は
半
年
近
く
も
か
か

“

っ
て
い
た
も
の
が
、
今
で
は
一

日

週
間
ほ
ど
で
打
て
る
よ
う
に
な

.

り
ま
し
た
。

能
面
打
ち
は
単
な
る
趣
味
と

い
う
よ
り
、
能
の
勉
強
を
含
め

私
の
残
る
人
生
の
正
に
「
生
き

が
い
」
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

。

み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い

る

「た
か
ら
も
の
」
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
紹
介
文
を

三
百
字
程
度
に
ま
と
め
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。
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送
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先
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・
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団
で
は
、
八
幡
、
四
之
宮
、
其

土
地
域
の
、
幼
稚
園
年
長
児
お

よ
び
小
学

一
年
生
の
男
女
、
同

二
・
三
年
生
の
男
子
を
対
象
に

体
験
集
会
を
聞
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
入
隊
を
。

マ
期
日

9
月
幻
自

(祝
)

マ
時
間
午
前
日
時

i
u時

マ
場
所
大
野
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
岡
田
の
鈴

木
よ
し
え
宮

(お
)
0
4
1
0

・
市
民
大
学
講
座
開
く

神
奈
川
大
学
で
は
、
科
学
と

人
聞
を
テ
1
マ
に
秋
期
市
民
大

学
前
座
を
聞
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
を
。

マ
日
程
叩
月
比
日

s
u月
9

日
の
毎
週
土
曜
日

ら
ん
と
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、
女

児
服
、
女
児
靴
、
男
児
用
七
五
三

者
物
、
衣
服
乾
燥
機
の
台
、

棚
、

ニ
段
ベ
ッ
ド
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ド
、
パ
ソ
コ
ン
、
ワ
ー
プ
ロ
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、

掃
除
機
、
会
自
動
洗
澗
機
、
ミ
シ

ン
、
英
会
話
教
材
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
、
ピ
ア
ニ
ヵ
、
也
子
ピ
ア
ノ
、

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
、
柔
道
着
、
剣
道
着
、
剣
道
防

具
一
式
、
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
、
自

転
車
、
子
供
用
自
転
車

@
不
用
品
登
録
笠
録
は
包
括
な

ど
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
登
録

で
き
る
も
の
は
、
子
供
用
品
、
家

具
、
電
気
製
品
、
ガ
ス
器
具
、
自

転
車
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
楽
器
、

そ
の
他
生
活
用
品
で
す
。
な
お
、

衣
類
は
子
供
服
、
学
生
服
に
限
り

ま
す
。登

録
の
有
効
期
聞
は
三
か
月
で

有
効
期
間
を
経
過
し
た
も
の
や
取

り
消
し
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の

は
、
登
録
を
掠
消
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
登
録
し
た
品
物
は
各
自
で

保
管
し
て
い
た
だ
き
、
交
渉
は
当

事
者
同
士
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
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せ
先

地
域
づ
く
り

幌
市
民
生
活
係
(
内
線
2
6
3
)

午
後
1
時
加
分
5
3

マ
時
間

時マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ

(
M
Nピ
ル
内
)

マ
定
員

印
人
(
先
着
順
)

マ
受
講
料
六
千
円

マ
・
申
し
込
み
方
法
同
大
学
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
鯖
求
し
、
添

付
の
は
が
き
で

日
月

7
日

(
土
)
ま
で
に
申
し
込
む

マ
問
い
合
わ
せ
先

〒
加
横
浜

市
神
奈
川
区
六
角
橋
3
l
u
l

l
「神
奈
川
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学
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座
係
」

宮
附
(
仰
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5
6
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・
内
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0
 

-
ぺ
ン
習
字
を
学
ぼ
う

崇
善
ぺ
ン
習
字
ク
ラ
ブ
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
日
程
、
時
間

・
毎
月
第
1
火
眠
目
、
午
前
凶

時
3
ロ
時

・
毎
月
第
3
金
曜
日
、
午
後
1

時
初
分

5
3時
初
分

マ
場
所
説
普
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
川

崎
光
代
宮

(訂
)
2
0
3
4

-
教
育
講
演
会
を
開
く

言
語
交
流
研
究
所
で
は
、
多

言
語
教
育
活
動
に
つ
い
て
の
講

演
会
を
聞
き
ま
す
。
外
国
語
教

育
、
国
際
交
流
の
新
し
い
見
方

を
提
案
す
る
も
の
で
す
。
申
し

込
み
は
、
屯
話
で
ど
う
ぞ
。

マ
日
程

9
月
幻
自
(
金
)

マ
時
間
午
前
叩
時
初
分

1
午

後
0
時
却
分

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室

マ
演
題

7
か
国
語
で
話
そ
う

マ
定
員
別
人
(
先
着
順
)

マ
入
場
料
無
料

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先
柏
木
巳
喜
子
宮

(
幻
)

勾
，

必
崎
町

'
nv

-

ヨ
!
ガ
の
ク
ラ
ブ
に

リ
ン
ダ
吉
沢
ヨ
1
ガ
ク
ラ
ブ

で
は
、
ヨ
l
ガ
を

一
緒
に
さ
れ

る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

パ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
の
う
え
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
毎
週
金
曜
日
、
午
前

日
時

i
u
時
初
分

マ
場
所

吉
沢
公
民
館

マ
会
費

月

二
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
山

田
由
紀
子
宮

(臼
)
1
6
2
4

0
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
掲
示
桓

と
し
て
と
利
用
い
た
だ
く
み
な

さ
ん
の
ペ
l
ジ
で
す
。
会
員
募

集
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
に
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
欄
は
毎
月
日
日
号
に
掲

載
し
ま
す
。
前
月
の
初
日
ま
で

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

・
送
り
先
一
T
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

蝶
「
サ
ー
ク
ル
掲
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」
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母
親
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
と
す
ぐ
に
泣

き
出
し
て
い
た
赤
ち
ゃ
ん
も
、
成
長
と
共
に

少
し
の
時
間
な
ら
母
親
の
姿
が
見
え
な
く
て

も
泣
か
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
年

齢
が
進
む
に
つ
れ
、
母
親
か
ら
長
く
離
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
う
ち
母

親
の
い
な
い
所
で
友
達
と
遊
ん
だ
り
、
家
で

も
あ
ま
り
ま
と
わ
り
つ
か
ず
、
一
人
遊
び
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
母
と
子
が

一
緒
に
生
活
し
て
い

く
中
で
、
子
供
が
不
安
な
時
は
い
つ
で
も
母

親
の
所
に
戻
れ
ば
安
心
、
と
い
う
信
頼
が
生

ま
れ
、
母
親
か
ら
離
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
す
ん
な

り
親
離
れ
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
う

で
す
。
親
離
れ
し
た
か
な
、
と
思
う
と
ま
た

ベ
タ
ベ
タ
甘
え
で
き
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、
じ
れ
っ
た
く
思
い

拒
否
し
た
り
せ
ず
、
で
き
る
だ
貯
受
け
止
め

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

子
供
が
甘
え
て
く
る
の
は
何
ら
か
の
不
安

が
あ
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
自
分
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
し
た
り
、
普
段
よ
り
母
親

と
長
く
離
れ
て
い
た
時
な
ど
は
不
安
に
な
る

よ
う
で
す
。
そ
の
不
安
を
感
じ
取
り
、
子
供

の
気
が
済
む
ま
で
甘
え
さ
せ
て
あ
げ
た
ほ
う

が
不
安
の
解
消
も
早
く
、
結
果
的
に
甘
え
も

早
く
収
ま
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
時
、
子
供
の
望
む
形
で
甘
え
さ
せ
て

あ
げ
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
別
の
形

で
甘
え
さ
せ
て
も
満
足
感
が
得
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
甘
え
の
時
期
が
長

く
続
く
子
供
も
い
ま
す
。
焦
ら
ず
気
長
に
考

え
、
十
分
甘
え
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

合
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山
一
町
普
小
学
校
北
側

・
宮

(お
)
6
0
1
2

舗~~圃湖南浦鶏λ嘘~~爽禽r 明否い選挙の標語を募集
。 日時 9月23日(祝)

(荒天の場合は24日 (日)に順延)

く〉会場湘南潮来(相模JII.馬入橋下流)

-受付時聞は午前8時-10日寺
・競技時聞は午前 8時~午後2時。競技方法は、
さお・仕掛げ・えさ自由、オカッパリ・船釣り自
由(橋上釣りは祭.u:)。谷加要旨は無 料

く>申し込み大会当日、所定の申込禽を受付時
間内に大会本部(朝霧河畔緑地}に提出して
ください。中学生以下は保護者の同伴か同意

が必要。申込事態は、奥事業繁八釣具1苫、はせ
川釣具1苫、西野つり呉庭、下島釣具I吉、評有国
ボート底、片倉ボートマリーナにあります。

。問い合わせ先商業観光線ft23-1111(内線549)

平嫁市明るい選挙縫 進 協聴 会 で は、

市内に お住 まい、 お動め、または通学

している方を対象 !こ、 明るい選挙を推

進す るため!こ役立つ棚題を募集してい

ます 。

応 募 は、はがきに作昂〈何点でも可〉、

住所、氏名、年齢、動務先〈学枝〉名

を配入のうえ、 10月31日(火)までにお送

りください。

。 送り先

〒254平塚市浅 間町 9番 1号

平塚市選挙管理望書員会事務局内

「平塚市明るい選挙推進協議会J
ft23-1111 (内線494)

~今年は国民 参政105周年・普通選挙70周年・婦人参政50周年です~
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広報ひらつか〈ア〉

自
の
健
康
講
座

と
無
料
相
談
を

十
月
十
日
は
自
の
愛
護
デ
ー

で
す
。
こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
自

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら

お
う
と
講
座
と
相
談
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
ア
イ
バ
ン
ク
の

登
録
受
け
付
け
も
行
い
ま
す
。

マ
日
程
叩
月
1
日
(
日
)

マ
時
間
、
内
容

・
午
後
1
時

3
2時
、
糖
尿
病

網
膜
症
に
つ
い
て
の
講
座

・
午
後
2
時

3
4時
、
眼
科
医

師
に
よ
る
無
料
相
談

マ
場
所
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ

(
M
N
ピ
ル
口
階
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
壕
市
医

師
会
宮

(訂
)
0
8
1
4

育
児
教
室
開
く

市
で
は
、
初
め
て
の
育
児
で

不
安
の
あ
る
お
母
さ
ん
に
自
信

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
育
児

教
室
一を
開
き
ま
す
。

はがきに赤ちゃんの氏名、性別、生年月日と両親の住

所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応

募ください。対象は 1蔵未満の赤ちゃんで、す。応募

されたはがき(1日掲載分は26日-10日締め切り、

15日掲載分は11日-25日締め切り)は、抽選に

より広報紙に掲蹴します。今回は18人応募。

会送り先 〒254平塚市浅間町9- 1

平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステージJ係

マ
対
象
平
成
7
年
4
月
1
日

1
5月
紅
白
生
ま
れ
の
乳
幼
児

を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん

マ
日
程
、
内
容

-m月
6
臼
(
金
)
、
離
乳
食

の
す
す
め
方
、
楽
し
く
子
育
て

を
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操

・
日
月
日
日
(
月
)
、
赤
ち
ゃ

ん
に
多
い
病
気
と
育
児

マ
時
間
午
後
1
時
加
分

5
3

時マ
会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
持
ち
物
母
子
健
康
手
帳
、

パ
ス
タ
オ
ル
(
日
月
6
日
の
み
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
宮

(泊
)
0
3
1
1

高
脂
血
症
予
防

の
教
室
を
開
く

高
脂
血
症
を
理
解
し
、
日
常

生
活
で
の
予
防
法
を
学
ぶ
四
日

間
コ
1
ス
の
教
室
で
す
。
持
ち

物
、
内
容
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

健
康
課
(
内
線
2
5
9
)
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
日
程

9
月
却
目
、

m月
6

目
、
日
目
、
幻
日
(
い
ず
れ
も

金
曜
日
)

マ
時
間
午
後
1
時
初
分
3
3

時
初
分
(
叩
月
幻
自
の
み
午
前

日
時
1
午
後
2
時
)

マ
会
場
松
原
公
民
館

マ
定
員
叩
月
幻
自
の
み
初
人

で
、
叩
月
ロ
日
(
木
)
ま
で
に

健
康
課
へ
お
申
し
込
み
を

歯
の
健
康
教
室

味
党
の
秋
で
す
。
し
か
し
、

せ
っ
か
く
の
ご
ち
そ
う
も
歯
が

悪
い
と
お
い
し
さ
は
半
減
と
な

り
ま
す
。
市
で
は
、
歯
の
大
切

さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
教
室
を
聞
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
受
講
を
。

マ
持
ち
物
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ

プ
、
手
鏡

マ
日
程
、
時
間
、
会
場

-
9
月
別
日
(
木
)
、
午
前
9

時
品
分

i
u時
品
分
、
八
幡
公

民
館

・
9
月
訪
日
(
木
)
、
午
前
9

時
叩
分

3
日
時
初
分
、
富
士
見

公
民
館

歯
が
生
え
で
き
た

ら
、
歯
磨
き
の
練
習

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

最
初
に
下
の
前
歯

が
生
え
て
き
ま
す

が
、
こ
の
時
期
は
物

を
か
む
口
遊
び
が
盛

ん
に
な
る
の
で
、
歯

ブ
ラ
シ
を
か
ん
で
遊

霊
d

ほ川

ば
せ
な
が
ら
慣
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
し

て
、
上
前
歯
が
生
え
航
う
こ
ろ
に
は
離
乳
食

後
に
い
つ
も
歯
磨
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

磨
き
方
は
、
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
歯
と
歯

ぐ
き
の
境
自
に
直
角
に
当
て
、
痛
が
ら
な
い

程
度
に
軽
く
小
さ
く
横
に
動
か
し
ま
す
。
歯

ブ
ラ
シ
は
、
子
供
の
遊
び
用
と
、
実
際
に
磨

く
た
め
の
も
の
と
こ
本
用
意
し
ま
す
。

子
供
の
口
の
中
は
、
感
覚
が
敏
感
な
の
で

-
9
月
凶
日
(
金
)
、
午
後
1

時
却
分
1
3
時
却
分
、
横
内
公

民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
宮

(山内
)
0
3
1
1

エ
イ
ズ
検
査
を

マ
日
程

9
月
れ
目
、
羽
田
、

刊
月
5
目
、
ロ
日
(
い
ず
れ
も

木
曜
日
)

マ
時
間
午
前
9
時

3
日
時

マ
場
所
平
塚
保
健
所

マ
内
容
相
談
と
検
査

マ
申
し
込
み
先
平
塚
保
健
所

宮

(
詑

)
0
1
3
0
予
約
制

仙
の
健
康
相
談

マ
日
程

9
月
初
日
(
火
)
、

日
月
4
日
(
水
)
、
口
日
(
火
)

》

時

間

午

後
1
時
却
分
3
3

時
却
分

マ
場
所
平
塚
保
健
所

マ
対
象
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
の
悩
み
を
持
つ
本

人
、
家
族
(
訪
問
も
可
)

マ
申
し
込
み
先
平
塚
保
健
所

宮

(
詑

)
0
1
3
0
予
約
制

無
理
に
歯
を
磨
乙
う

と
し
て
歯
ぐ
き
を
強

く
こ
す
っ
て
し
ま
う

と
、
歯
磨
き
が
嫌
い

に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

口
の
中
を
し
っ
か
り

見
な
が
ら
、
て
い
ね

い
に
磨
い
て
あ
げ
て

の

歯

く
だ
さ
い
。

食
べ
る
前
に
手
を
洗
う
の
と
同
様
に
、
食

べ
た
ら
歯
を
磨
く
と
い
う
こ
と
も
、
基
本
的

な
生
活
習
慣
と
し
て
、
親
も
子
も
共
に
身
に

付
げ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
ほ
乳
瓶
で
ジ
ュ

ー
ス
を
飲
ま
せ
る

習
慣
は
、
早
期
に
虫
歯
と
な
る
大
き
な
原
因

と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
や
め
た
い
も
の
で

す

。

(

健

康

課

)

祉会福祖展心ふれあうまちづ、くりIJ唱lb'dU1tイタルコリm マ-1!r'Jト
........21世紀へ向けて地域福祉の新たな飛躍を~

9月28日(木)"""10月3日(火)

午前10時~午後6時30分
(最終日は午後 3時まで)

市民プラザ

。日程

。時間

。会場

。内容
・現在までの社会福祉協議会の歩みと21世

紀へ向けた福祉サービスをパネルで展示

・社会福祉施設(利用者)の作品展示

-地域作業所の製品即売会

・福祉に闘する人材相談(土 ・日曜日のみ)

O問い合わせ先 社会福祉協議会宮33-2333

10月 1日(日)

午前10時~午後 4時

雨天の場合は10月14日比)

中央大二世付近

。内容 衣類 ・雑貨等の販売

。問い合わせ先

環境衛生業務課ごみ減盆対策係

官 23-1111(内線239)

総合公園

く〉日時

。会場
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広報ひらつか

A
V
無
料
調
停
相
談
開
く

A
V
戦
没
者
追
悼
式
開
く

戦
没
者
、
戦
災
殉
難
者
追
悼
式

が
聞
か
れ
ま
す
。
ご
参
列
を
。

マ
日
時

叩

月

6
日
(
金
)
午
後

1
時
叩
分
開
式

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
1
ル

問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
福
祉
課

(
内
線
2
1
0
)
へ。

第 559号

マ
相
談
員

臨
士

※
秘
密
は
絶
対
に
守
ら
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
、

平
塚
調
停
協

会
宮

(訂
)
0
5
1
3
へ。

調
停
委
員
お
よ
び
弁

av無
料
登
記
相
談
会
が

マ
日
時

叩
月
7
口

(
土
一
午
前

四
時
5
午
後
3
時

マ
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

マ
相
談
内
容
不
動
産
の
相
続
~

贈
与
、
売
買
、
会
社
設
立
、
明
資

な
ど
の
登
記
に
関
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て

マ
相
談
員

横
浜
司
法
密
士
会
会

nH 問
い
合
わ
せ
は
、
横
浜
司
法
密

士
会
小
田
原
支
部
宮

(詑
)
4
9

0
5
ヘ。

-
水
道
施
設
見
学
会
が

T
前

マ
申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
希

望
コ
1
ス
、
参
加
人
数
、
参
加
者

全
員
の
住
所
・氏
名
・
電
話
番
号
、

返
信
は
が
き
に
代
表
者
の
あ
て
名

を
記
入
し
て
〒

m相
脱
原
市
鹿
沼

台
1
1
9
1
日
ブ
ロ
ミ
テ
ィ
ふ
ち

の
ペ
ピ
ル
7
階
(
財
)
神
奈
川
県

企
業
庁
サ
ー
ビ
ス
協
会
公
益
事
業

課
へ
(
は
が
き
1
通
に
3
人
以
内
、

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
-

マ
申
込
期
限
各
出
発
日
の
1
か

旦
削
ま
で

問
い
合
わ
せ
は
、
同
協
会
宮
0

4
2
7

(槌
)
4
2
2
2
へ。

-
大
学
で
公
開
講
座
が

東
海
大
学
工
学
部
で
は
、
地
域

の
震
災
対
策
を
統

一
テ
l
マ
に
公

開
講
座
を
開
き
ま
す
。
入
場
自

由。マ
日
時

叩
月
7
口

(
土
)
午
後

1
時
加
分
か
ら
5
時

マ
会
場
東
海
大
学
湘
南
校
舎
松

前
記
念
館
講
堂

マ
内
容
初
演

(
①
行
政
が
見
た

現
地
調
査
報
告
②
構
造
研
究
者

が
見
た
建
築
物
の
被
害
状
況
)
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

マ
定
員
四
百
人
(
先
む
順
)

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
同
大

学
工
学
部
長
笠
宮

(回
)
1
2
1

1
内
線
4
0
0
3
へ。

A
V
園
芸
教
室
を
開
く

県
湘
南
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
園
芸
教
室
を
聞
き
ま
す
。

・
マ
日
時
叩
月
ロ
臼
(
木
)
午
前

9
時
加
分
1
1時
却
分

マ

会

場

県
農
業
会
館
(
駅
南

口
)

マ
内
容
観
葉
植
物
司
室
内
闘
芸

の
楽
し
み
方

マ
部
師
園
芸
研
究
家
菱
沼
勇

氏
問
い
合
わ
せ
は
、
同
コ
ー
ナ
ー

宮

(
幻

)
0
5
9
3
へ。

-
技
術
校
で
受
講
生
を

は
、
同
校
宮
0
4
6
6
(
お
)
2

4
2
5
へ
。

-
労
働
問
題
講
座
開
く

県
湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー
で
は
、

労
働
問
題
に
対
し
て
昭
織
と
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
専
門
掛

座
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
程
叩
月
ロ
日
(
木
)
i
u

月
目
日
(
火
)
全
日
回

・
時
間
午
後
6
時
日
分
3
8時

日
分

マ
会
場
県
湘
南
労
働
セ
ン
タ
ー

(
茅
ケ
崎
)

マ
テ
l
マ
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
労

働
契
約

マ
駒
師

横

浜
国
立
大
学
教
授
松

田
保
彦
氏
ほ
か

問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン
タ
ー

宮

0
4
6
7
(部
)
1
1
7
1
へ。

-
湘
南
め
ぐ
り
の
旅
を

3
柿
も
ぎ
E
3
り
ん
ご
回

s
m前
院

S
観
樹
八
幡
{けで
茅
ケ
崎
市
役
所

マ
定
員

叩
人

(抽
選
)

マ
参
加
賀
大
人

一
千
円
、
小
・

中
学
生
五
百
円

マ
申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
参

加
者
全
員
の
住
所
ー
氏
名
、
年
齢、

代
表
者
の
世
話
番
号、「
湘
南
め
ぐ

り
参
加
希
望
」
と
明
記
し
て
〒
却

茅
ケ
崎
市
茅
ケ
崎
1
1
1
1
1
茅

ケ
崎
市
役
所
商
工
観
光
臨
へ

マ
申
込
期
限
叩
月
初
日
(
金
)

問
い
合
わ
せ
は
、
同
課
宮
0
4

6
7
(位
)
1
1
1
1内
線
2
6

3
2
へ
。

A
V
厚
木
で
緑
化
フ
ェ
ア

つ
く
ろ
う
花
と
み
ど
り
の
回
廊

を
テ
1
マ
に

「グ
リ
ー
ン
ア
イ
ル

あ
つ
ぎ
明

(か
な
が
わ
都
市
緑
化

あ
つ
ぎ
フ
ェ
ア
こ
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ご
来
場
を
。
入
場
自
由

マ
日
程

叩
月
M
臼
(
土

)
s
n

日
(
臼
)

マ
会
場
厚
木
市
森
の
塁
上
古
沢

緑
地問

い
合
わ
せ
は
、
か
な
が
わ
都

市
緑
化
あ
つ
ぎ
フ
ェ
ア
実
行
委
員

会
事
務
局
宮
0
4
6
2
(
お
)
2

4
1
4
へ。

-
博
物
館
で
特
別
展
が

県
立
生
命
の
星

・
地
球
博
物
館

で
は
、
特
別
展
「
チ
ョ
ウ
と
ガ
の

世
査
を
開
催
し
ま
す
。

マ
期
間
叩
月
7
臼

(土
)
1日

月
初
日
(
臼
)

マ
会
場
地
球
博
物
館
特
別
展
示

室
(
小
田
原
)

マ
内
容
チ
ョ
ウ
・
ガ
類
の
標
本

の
展
示
、
開
演
会

マ
観
覧
料
学
生
を
除
く
初
蔵
以

上
百
円
、

加
歳
未
満
の
方
お
よ
び

学
生
五
十
円
、
高
校
生
以
下
お
よ

び
臼
歳
以
上
無
料

問
い
合
わ
せ
は
、
同
館
企
画
普

及
課
宮
0
4
6
5
(幻
)
1
5
1

5
へ。

-
障
害
者
の
自
立
を

東
京
陣
容
者
職
難
能
力
開
発
校

で
は
、
平
成
八
年
四
月
入
校
の
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
募
集
期
間

-
労
働
保
険
に
加
入
を

十
月
は、

労
働
保
険
適
用
促
進

月
間
で
す
。
労
働
保
険
は
、

労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主

は
、
必
ず
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
加
入
し
て
い
な
い
事

業
主
の
方
は
、
す
ぐ
に
加
入
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、

平
塚
公
共
職
業
安
定
所
宮

(M)

8
6
0
9、
平
塚
労
働
基
準
監
管

署
(
位
)
4
6
0
0
へ
お
尋
ね
を
。

-
文
化
振
興
義
金

文
化
振
興
基
金
は
、
芸
術
文
化

事
業
の
笑
施
や
市
民
の
創
造
的
な

文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
な
ど
に

途
、
一
之
宮
と
五
之
宮
の
担
ぎ

手
の
聞
で
起
こ
っ
た
け
ん
か
に

由
来
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
五
之

宮
の
氏
子
で
あ
る
馬
入
村
の
担

ぎ
手
が
、
一
之
宮
の
み
こ
し
を

馬
入
川
に
投
げ
込
み
、
一
之
官

の
担
ぎ
手
の

一
部
に
貯
が
人
が

出
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
取

り
調
べ
の
結
果
、
問
題
を
引
き

deん
し
ゅ

起
こ
し
た
者
た
ち
に
斬
首
が
決

定
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
処
刑

当
日
、
首
の
代
わ
り
に
丁
密
を

切
り
落
と
さ
れ
助
命
さ
れ
ま

す
。
こ
の
処
置
に
報
い
る
た
め

了
穏
を
埋
め
、
そ
の
埋
め
た
と

と
ろ
を

「丁
留
塚
」
と
名
付
け
、

現
在
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
件
が
、
本
当
に

あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

江
戸
時
代
で
あ
っ
て
も
斬
首
の

決
定
そ
の
も
の
が
、
め
っ
た
な

こ
と
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
一
之
宮

と
五
之
宮
の
け
ん
か
は
、
天
明

七

年

(
一
七
八
七
)
に
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
け
ん
か
の
場
所

は
小
磯
で
し
た
。
そ
の
た
め
両

み
こ
し
は
、
参
集
に
遅
れ
、
残

る
三
社
で
一
日
遅
れ
の
神
事
を

行
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

「
了
留
塚
」
は
、
榎
木
町
蓮
光

寺
基
地
内
に
あ
り
、
昭
和
三
十

二
年
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員
土
井
浩
)


